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児童数（１年生：52名　２年生：57名　３年生：44名　４年生：54名　５年生：62名　６年生：42名）　　計311名 

 
 
 

　４月18日(木)に実施した全国学力・学習状況調査の分析についてお知らせします。この調査の目的は、「義務教
育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の
成果と課題を検証し、その改善を図る。」「学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て
る。」「そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。」の３点です。実施した本
校６年生の校内平均正答率と全国平均正答率を比較すると、国語・算数ともに本校平均正答率が全国平均正答率
を、大きく上回っていました。特に、「思考・判断・表現」の力を問う問題での正答率が高い結果となりました。
児童質問紙の回答結果では、「ICT機器を活用することで、自分の考えや意見をわかりやすく伝えることができる」
や「ICT機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」の回答で全国平均を大きく上回
りました。ICTを活用して自分の考えを広げ、深めることができる児童が増えていることがわかります。一方で、「分
からないことがあった時に、すぐ調べることができる」児童の割合が全国平均を下回りました。児童が自ら学び、
課題解決を目指すために必要な力であるので、授業を含めた学校生活全般を通して、身に付けられるよう支援して
いきます。 

   10月１日（火）～２日（水）に、５年生は常陸太 　10月８日（火）の６校時に、市内の先生方が本校に集ま
田市西山研修所に１泊２日の宿泊学習に出かけてきま り、算数の授業研究会を実施しました。この授業研究会は
した。この宿泊学習のねらいは、「野外活動を通して、 授業改善に向けた研究・研修のために行われます。今回は
自然に親しみ、自然を愛する心を育てる。」「主体的 島田　由佳先生が、３年１組で算数（単元「長さ」）の授
な活動を通し、目標達成のために自らやり抜く力を高 業を行いました。いきなりたくさん先生方が教室に入って
める。」「きまりを守って行動することにより、公衆 きたので、児童は緊張するかと思いきや、いつも通りの元
道徳を身に付ける。」です。スローガンは、「学び合 気な３年生、伸び伸びと授業に取り組んでいました。何よ
い　心に残る思い出を　笑顔あふれる　宿泊学習」で り３年生の優れた点は、「自ら考えわかったことを、周囲
す。実行委員を中心に、みんなで決めました。児童は、の友達と互いに意見を交流させ、よりよい結果を導き出そ
初めての宿泊学習をとても楽しみにして、自分の係や うとしている」こと、「一人残らず全員がその学びの輪に
役割の準備を一生懸命してきました。 はいっている」ことです。島田先生と３年１組の皆さんの
　煙にむせながら光沢が出るまで磨いた焼き板づく すばらしい学びに対し、市内の先生方は絶賛でした。
り。読み取りの難しい地図や長い道のりに悪戦苦闘し
ながらゴールまでたどり着いたウォークラリー。（全
員くたくたでした）心配されていた雨も降らず、厳か
に行われたキャンプファイヤー。レクリエーションは
大いに盛り上がり、みんな笑顔。ジンギスカンは３回
も踊りました。野外炊飯で協力して作ったカレーは、
今まで食べた中で一番おいしい特別なカレーでした。 
　宿泊学習を終えて、児童は、「前よりも成長できた」
「友達との絆が深まった」「これからの課題がわかっ
た」と振り返っていました。何ものにも代え難い貴重
な経験を得ることができました。

 【目指す児童像】 
考える子　健康な子 
親切な子　がんばる子


